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産し、臼生地では 5月から 1月の雨期に生育する (23，79)が、わが国で
は種放を 4、5月に植え、降霜のあるころから掘り上げる.煽り kげた
塊槙は、そのl直後から8までの聞に茎上にある芽を塊掛に付けて分球し







のは比較的多い.塊.m'1二 度に関係のある形成肥大については、短 ~1 (56， 






























生犠相、第 2 f.tでは、~t- 通，a J詩における栽培時期と期間の影響、錦 3 市
では、塊組形成に及ぼす十l長の}彰智、第 4章では、塊級生産におけるH巴













m 1 j~l 1t 油~k. J~ におりる塊繊のお生犠相と発 n ならびに塊棋の性質
庁長ら (4.5) は、ダリア塊線は茎から~じた不定桜の j肥大したもので






























供試品種は・うず糊' ‘紫 ~t ・ ・初恋・ ・天真・ ・エオナ G・ ・小 j甘'
‘銀泉' ‘てまり歌・ ・I-.fnm・ならびに‘ホワイトゼム'の 1O，IJ純
である。
1985年 5月 8Hから 10日に定柿した。怠植密度はうね間80c刷、株!日125
cm とした。~うねとした。 H巴料は元肥として定植前および追肥として 8
月下旬に、それぞれ以来入り IB化成肥料(窒素 10%、りん徴 10%. カリ
!O%、マグネシウム 1%)で 10a当り 100Kg与えた。








も発生した・塊般の若生は ・初恋 'ゃ， ，l¥ワイト ゼム・のように、母球
から発芽した誌のお部から 数え て 7、8節聞にまで及ぶ品種があったが、
他 8品縄は 6節以下で主に 4節以下の節聞でみられた o m 11河中、 節位
。以下で示した町球のク ラウン 、すなわち占芸部分にも塊掛が着生し、
lO品種中では・小舟'と‘銀泉・で多かった。 /fJ球から発!fした茎の基





3川計if ，，，1)< . ，'，ア‘ 1/3 4111 3/17 ，. 1刈ノ， 1'. 














の約30%から.うず潮'と・初恋'の約56%の割合であった o 1 i闘体当
りの塊披数は、 .小舟' や・十和田'のように少ない品種で約 4側、
‘初j恋 'のよ うに多い品種で約12i闘であった。そのうち近くに芽があっ
て分球に際し芽を着けることのできる塊根数は、少ない品種で約 2倒‘





















1塊般の平均車でみると、 8月31日には 8g、10J]2日には 19g、10
月3lfJには37g となった o 7月21日までに発桜数と塊組数ともに収穫時
の数の約70%が発生していた。その後徐々にその数は増加し、収穫時に
-8-
は個体当りの発線数は約 16本、そのうち塊根は約 14本とな った. “布効
塊根"は約 8本あった.
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書~51刈 ダリア・あかね・ にね It る側m とItIlIのII~jUJ lJIJ 符 '1・状況
=:相良、 :1t1U. 0:く川、 c") : 5が什旬、 c> : IOgS 
< 1旬 、 ぐて~ : 15g三 <2旬 、く二):30炉 、A:崎m近〈の芳
司¥6 [;:11 ? ';ウン (・釈然311).t:の定月 (J)のうt.(1i
l、I地1m:
3fと 掛ま たは塊恨の若生との関係を 、第 3および 5図からみると、生
汀初JUfは芽付近からの発織が多く、その傾向は 7J1 21日までみられた.
6月10日においては発根した 10本中 80%の 8本が芽直下からのものであ
-10-
った o 1=近くから H~ た線の羽合は 7 )J 2日には 59%、 7}] 21日には56%
と刊の経過とともに徐々に低下し、 9月11日には 34%になった o 9月21




第 2節 '1:.定塊根の重さと暫!{ドの保育、 開花
ダリ アの t!i販塊恨の大きさが一定でないこと、 i掛り kげ時の根株にお
いて種々の大きさの塊棋が着生していることはよく観察されること であ













t拍純.あかね'を供試し、 1979年 5月 16日に 78球を定植し、 12刀20日
に収慢した o At培(;ilij節に準じた。収穫後の線株は‘ただちに l球ずつ
に分け、~を若けることのできた塊根 205球を得た.塊棋は 10g ごとに
i:fiさ別に分けて貯蔵した。塊線を穴開けパンチを川いて約 10COlX 15cIIに
直径 6mmの穴が 4個所聞くようにした0.3mmw-のポリエチレン袋に入れ
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第 7図に示すように、得られた塊根は 10g未満のものか ら140 g以上
のものまであった。そのうち 50g未満の塊棋は lt14球で全体の 70%を占
めた o 50 g以上では、 80gまでの塊掛がやや多く、他は 5球以下と少な
かった。全体の 10%、すなわち 20球以上の出現数があったのは 10g以上
20 g未満、 20g以上30g末満‘ 30g以l::40g未満および40g以1::50 g木
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なかったのでまとめて示した o 80 g以上の塊極で厳終的な発芽事がやや
低かった。発芽の早晩をみると、 10g未満の塊棋が最も遅か った o 10 g 
以上20g未満の塊根もやや発芽が遅かった o 50 g以1:60 g未満の塊縦は
発芽がやや早かったが、 20gから 80gの聞では大きな差がなか った.
第 1表のごとく、開花開始日および50%開花日は、発芽の早かった50
- 13-
g以上 60g木満の塊般で・早く、発芽の遅かった20g 来満ならびに 70g以
上で遅かった o 7月 15日における開花率は 50g以上60g未満の塊組で最
も高く、それから瞬くなるほどまたは重くなるほど低くなる傾向があり、
70 g以上では明らかに低かった.また、 10g未満の塊根は 7月 15日まで
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ダ.リアにおいて ・般の1M捕方法である分fまでは、 th純や説明 )jf)、にも
よるが 1株から 5ないし 10球増婚できるとされる (79)0 u11節では、塊
掛が若生している茎部分の近くに芽があり、分球の際にその芽を1Tける
ことができ.種球として供聞できる“有効塊線"は l株当り 2ないし 8



















ない"無効塊掛"が :~く合まれる傾向があった。 - )Jで、第 3および 5
凶で示 したように3f近くから発生 した組の割合は 7)]中旬以後は Hの経























の根が肥大して塊組とな ったものが合まれることを示唆し た. したが っ
て、第 2節において20g求満の塊根で発芽、 生育な らびに開花が劣 った
理由の ーっとして、塊tiの未熟が考えられる o ilIい塊掛において劣った
理由については明らかでない.
第 1節の結果から 、ダリアの塊線生産においては、 “有効塊組"と
“無効塊組"のあることを充分考慮し、従来のような塊掛形成昆のみの








































背葉ら (4) の報告や第 1章の結果の示すように、ダリアは定植後約 2
.5ヵ月の間に盛んに発生した不定根が塊根化するが、その肥大は 9月以
後に盛んになり、特に 10月中旬以後盛んになる。わが国では、ダリアは













，'f集ら (4) の桜告や第 1(，'tの結束の示すように、ダリアは定植後 2ヵ
)jから 2.5ヵ月の聞に.、言い換えれば 7月中旬までに盛んに発生した不
定縦が肥大して塊般となり、その IJ~ 大は特に 10J中旬以後盛んになる。
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IVE種‘あかね'を供試した。 1980年 4月10H、25日、 5J J 0日、 20日、
30 rt、 6月10日、 20FI、30目、 7月10日、 20rtおよび30日の 11凶にわた
り20Jまずつ定納した。 塊棋の収機は12月始めから順次行 った.








月251:f定植、 0:5月10日定植、① :5月20fl定植、 . :5月30I定
柏、 6.: 6月IOH定植、LfI.: 6月20A定捕、 .A: 6月30FI定捕、ロ:
7月10H定納、田:7 fl20 H定柏、 ・ :7月301定植
材料および)J怯
4月中に定植した 2区では、 15日の定植日の差ほど発芽開始日の差が













ifは4J 25日定植がl愚大で、ついで 5月10日定植と 4月10Ii定植が虫か













第!日文| 純対抗~.will抑制が l 株\1'1たりの収機塊似の市さと数にl:kぼす影特
l:i.:塊似if、イ1:塊似数
第 121渇から 1塊棋の平均重で比較すると、 4)J 10日定摘では57gで、
他区に比べ明らかに小さかった。他区の聞では 5月10日定植が 105gと
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品種・あかね'を供試した。 1977 壬，~ 4月22円、 6月 1日、 7月 1F1な
- 23-
らびに 8月 1fJにさし穂を砂ざしした。さし砲は頂芽から展開葉 3対を
付けてとり、最下節の葉を除き、その節の F約 51..で・tJって調整したも
のを用 いた.発繊後、それぞれ 5月21日、 6月21目、 8月 1日ならびに
9月 5 日に川砂:ビートモス=2 : 1の混合上で 3号プラスチック 鉢に
納え、露地の自然日長下で栽I脅した。栽培 Llは市販の液肥(窒素 10%、
りん酸 4%、カリ 8%)の 200倍液を 100鉢当たり 10立を、かん水代り
に与えた。 11 J7日に掘 り上げ、翌年 3月 17日まで塊根を第 1章第
2節に記した有孔のポリエチレン袋に入れて 4..1 OOCで貯蔵した。貯蔵
位土地帯)点、 約 1g 















1) m 1取り、 50mlにii符
↓ 
9 ml 取り 10%しゅう般]m 1を加え加水分解
1000C、l時1¥1
20ml刷、ソモギー釧で淀川 ソモギムで定1t 





らびに炭水化物 を測定した。 ik水化物については塊般を精く切り、 105
℃で 1時間乾燥した後60...10・Cで重量変化がなくなるま で 乾燥し粉ょ と
した材料を供して、第 13図に示 す }j訟で分析した。すなわち、乾燥粉よ
約 1gの 0.1%炭酸カルシウム合イj1 () %エチルアルコ ール抽出械と残さ
の温渇抽出液混合液を 100・l定特とし、その 411を50111定 寄与・とし分析に
供した。試料 911をとり、lIaaland(25) の “mildhydrolysis >>に従い
10%しゅう酸 1m 1を加え、 1000Cで 1時間カ1水分解した後、ソモギ一変
扶 (45)でフルクトースとして求めた。
結果
第 14図のとおり 、 さし木時JI1J別の地上部の生育は重さ、節敬、草丈と
もに肢も早い 4月21日ざしが触も優れ、 7月 1R以後にさした区では IJ]
らかに劣った。また、 塊線量も 4月21日ざ しと 6月 1日ざしで大差ない
のに対し、 7月 1円以後にさした区で劣った.以上の結果、個体全体の
取さはさし木時期が遅いほど劣り、特に 7月 1日以後のさし木で劣った。
1個体当 りの塊組重別な らびに塊根数別の割合を第 15附 でみ ると 、 6
月 1FI以前にさした区では 20g以 tの個体の割合が高く 40g以上のもの
もあった。 一 五、 7月 1日以後にさした区では 20g以 kの僧体は少なく、
特に 8月 1Aざしでは 20g米満の軽い塊似のものが94%あった.塊組散
において は 4月21nざしで多い個体の割合が尚かった。他 3区の聞には
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上部重、 圃圃1会摂重 下 :Cコ翠
たけ、四節数
4 .21 6.1 7. 1 8. 1 4.21 6. 1 7. 1 8. 1 
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示 したが、 1株 当りの全塊組数と 全塊桜前は端的 に生産 地の大きさをぷ
す。市柴ら (4，5) の桜告や錦 1琶の結果の示すように、ダリアの塊胤数
は植え付け後 2--- 2.5ヵ月の比較的早い時期に決定 される.さし木では
{肉体の生理状態やさし木条件によ って発般教が拠ることはよく知られて
いる (36)。 ζ こでは発根数の異る、あるいは人為的に級数を変えたさし
































3 月 11 自主121筒、 発:!'J~体 1;:メ、jする開化例体の~Iill合、 0: 4月21





































では、第 11附のように販売品 としての塊組数は 5、 6i闘のものが多く 、
全体の10%は5個以 k、80%は4個以上であった.しかし、実際には 3







では発根率は 100Xと高く、発般教は約 16本で他 2区の 3-4情あった。
似長については処理¥2区は明らかに対照区より長かった。
? ????
t11 1 Jl 発掛剤処.f_l~がさし木市の線数と収慢 11年の塊根数に及ぼす影響 古リ
% 材料および }j法
ly，種‘あかね'を供試した。 1980年 4月22Uに、市販の0.01%α ーナフ








びに般大根長すべての項目で慣れた。特に、 1 % IBA製剤を処理した区
。








かに多かった IBAは塊根数が対照 I~ と同じで NAad より少ない倒体が多か
った。








対!照 80% 3.9 7.3clI 
対照 2.24c・1.99c・0.89
1 BA 100 15.9 10.2 
IBA 1. 80 1. 76 0.98 
NAad 96 6.5 11.5 
N Aad 1. 83 1. 83 1. 00 
-30ー -3 1-




r=0.223事Ex x 6 x x x 6 



























? ? ? ?
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?
?? j~ 51 x x ~ xx ~ 
材料およびJj桧
品種 ・あかね'を供した。 1980年・ 4月22日にさし木し発線 した苗を、
5月27IJに必要に応じて根を抜き取り根散を 1から 5A;::に調整して、 3
57プラスチック 鉢に楠えて栽培した。志良j告は本軍部 2節に準じた。































品種・あかね'供試した。 1984年 7月14Hにさし木し 、 8月28F-Iに 3
号プラスチック鉢 に捕えて主主指し た。裁指は本章第 2節に準 じた o 8月
30日より円 長処理を開始し、た だちに 8時間日長(短 目、 SD )とした
区(0 L D )、 3週間長日(L D )下で蔵前した後 9)J 18円か ら短日と
した区 (3wkLD) な らびに 6週間長日下で栽培した後10月 9nか ら短
- 32-
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知 n，泊の長 HU月間の長さが影響した。すなわち、知 n，討jの長日 ml聞が長
いほど地上部重ならびに草丈と節数が大きくなった。塊組重については
3 wkL 0は大きくなったが、 6wkL 0は大きくならなかった.
結史
郎 2!LJ4のごとく、定杭後ただちに短 H条件とした OLDでは、 定植時
の U~ 数と収横時の 塊根数の!日!に r =0.266(0.05 < P < 0.01)の有怠な JE
の相 l測があった。しかし、 3 および 6 週間長日ドで裁培した後に ~i I:l条







根数 1~支 節敷地上部重 塊掛iE
OLD 
1 17.lc・9.0 7.0g 11.8g 
2 18.3 8.2 11.0 22.0 
3 19.8 8.4 10.7 22.5 
4 19.1 10.0 9.5 21.3 
5 18.0 9.1 9.1 22.1 
6 17.2 8.2 8.1 21.5 
7 18.9 8.5 10.3 26.1 
8 16.1 7.5 8.4 18.2 
3wkLD 
1 19.7 8.9 12.1 24.5 
2 23.0 9.3 13.7 28. 7 
3 25.3 8.6 13.1 23.1 
4 23.7 10.4 13.9 23.7 
5 27.3 9.8 15.0 22.6 
6 26.6 10.4 10.3 20.4 
7 25. 1 9.8 14.6 20.9 
8 25.8 10.2 12.4 24.9 
6wkLD 
1 23.8 8.8 14. 1 14.3 
2 25.0 11.4 18.7 25.0 
3 32.2 10.7 18.2 19.2 
4 31.6 10.5 17. 1 16.2 
5 34.7 1l.6 17.7 18.1 
6 33.0 11.0 19.2 20.9 
7 34.8 11.6 22.1 20.0 
8 30.8 11. 1 20.7 21.8 
fl:日 :0 1 1 長自 :3週 || x ~E 臼 6 ・8r= O. 266.1( 
9 
81 I I I 1)( 、え
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第 4項 秩冬季における栽培での発根と塊桜形成の犠相 2、 4、 5はさし木後 3.5ヵ月以後にな ってからも新騒が発生した o No. 
3はJtj加し た桜が枯死し たため 9月下旬から 10)]にかけて減少した.
塊縦形成開始時期は個体により異り、 No. 3と5のように最も早い例
体では 10月 15日に、 No. 1のように遅い個体で は 1Ji 5日にみられた.
塊棋の増加は No. 3、 4、 5のように比較的短期で終 rするものもある
が、 No. 2、 6のよ うに般初に塊膿が形成されてか ら7週以上にわた っ
て次々と新塊般が形成され、増加する個体もあった.
なお、発組教と塊根数の関係は、培養した 10個体中 6個体が 8本以 l二
発似し、そのうち 4倒体は 8本以 k塊椴化したが、 2個体は 2および 4
本塊掛化したのみで、発線数が多い個体が塊桜が多いとは限らなかった.
材料および方法
品種・あかね'を供試した o 1984年 8月 10Hに本を満たしたl/2000a
ワグナーポットに即さ 2C 1の発抱スチロール似で蓋をし、中央に聞けた
自径約 1C 1の穴にさし木し た.発根の始ま った 9月 3日から遇 1度発根
数と塊根数を調査した。発生した根には小ラベルを付け、根径が 2..以
とになってその後も順調に塊楓化していったものを塊槙の発生 とした.
なお、 8月13日から節 8去に示す培養液を Iポットに10立入れて.nj~ 
した.培養液は毎週更新した.
第8l.!f'ii釘倣版文 (1i ~lたり)











M又S0， 500 mg 
Ca(NO')2・1I20 H5 
KNOI 40 
N 1. 12 P 0 ~ 155 





飢 22図に培養1O~固体の うち、発根数の比較的多かった 5 個体と、発根
数の少なかった 1佃体について 示した.発棋はさし木後28日の 9)-J3日
から始まり、 38日後の 9月 17日には各個体の根数がほぼ決定した。 No.
415/X tlo・ x一一-x一一-~ー由一0-0-0-0-0 0 /"'~ ~ 
8 ~ ./<ーー-)(--)(ー X-X _s一一一。
IN0.6x/ojf 
41/// -






第 4節 ?キ通裁培に:おける地上部の切除処理が塊線形成に及ぼす影響 結果
第 1市で定植後 2:から 2.5ヵ月で厳終的な根数の大部分が発生し、そ
















































































た 8月30"以前の切除処理区のうち、 8刀 9 1と20"の慌では tO)J中に
開花盛期に遣した.
品種‘あかね'を供試した。 1980年 4月10日に定植して裁培中の株を































品種‘あかね'を供試した。 1979年は 5月21日に、 1980年は 4月 10fl 
に種球を結え付けた。怠 j~ 管理は第 1 章第 1 節に準じた o 1979年におい
ては 10月 17日から 2過ごとに 12月26日まで毎回 9僧体ずつ、 1980年にお
いては 9月20日から 10日ごとに 12月20日まで毎回 10倒体ずつ銅り tげた.
掘り tげ後の掛株はただちに分fまして種Eまとして用いることのできる
塊恨のみとし、そのrt.から無作為に 10から 15球媒取して調査、分析に供
した.残りの塊縦は錦 1市第 2節に示した有孔ポリエチレン袋に人れ 6











，i f.ら(4) の械的や錦 1 j立に示したの結果のように、ダリア塊桜のH巴
大は 9月以後、特に 10)J中旬以後盛んになることが明らかとなった。ダ
リア塊織の収慣は数回の降霜によって地上部が枯死始めるころから行う.
-40ー - 4 1ー
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1980年では 11月 10日以後になると 20g未満の軽79年では 11月 14日以後、
い塊根の割合が小さくなると同時に重い塊根の割合が徐々に高くなり、
-42ー
100 g以 上の塊楓も 生じた。
塊mの乾物事については 、節目図のように 1979年においては 11月始め
から急激に高くなり、 11月中旬に約18%となって、その後はほぼ一定し
た o 1980年においては、 9月中旬には既に乾物事は約16%で、その後さ
らに高くなって 10月上旬に は20%を越したが、以後徐々に低 Fして 12月
中旬には約19%になった。
世1
.tJi 1 2 
!l 
























事は低く、 9)] 20 Hは U.8%で、 12月20日には U.3%になった。 一点、
炭水化物合有事は 9月20日には 8.8%で、その後10月 lU日まで急激に高
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については錦32閑に示した。 1979年は 10月 17R収機の場合は残存唱がや
や低く 74%であった.すなわち、 26%の塊根に芽の柿死または腐敗が生
-44- -45-
全体としては収捜時期による 一定の削11月28日収穫で低く、やや向く 、12月i610月31日以後に収横したものは91%以上が正常に残存し、じた 。
向はなかった。10月10日以前に収慢L980年においては、100%が残存した。H収慢では
7月15 1における草丈は 10月中に収穫したものと 12月26日に収穫した10月20日以後に収機した場合はやや残存率が低く 80から 88%であった。
11月14日から 12)J12 Aの間に収機したものは低かった。ものが尚く、両年とlOO!'6の塊脱が正常に残存した.以上のように、した場合はほぼ
収穫時期が翠年の生fと開花に及ぼす影響第10:&


























































































































一方、既に第 1t誌で示したように、ダリアは定植後 2ヵJlの 7月11句
までに収横時までの発根数の大部分が発生するが、その後も少しずつ新
















楓肥大期にあたる 9月10日以後の地上部切除は、収穫時の 1株 当たり塊
掛iJiと 1佃当たり塊根重を著しく小さくした。 8月中の地上部切除は、
































































短日条件下でも長期!にわた って 新根が発生し、順次塊繊とな った.
4) .普通栽培において、 8月中の地上部切除は、その後開花盛期に
至 る十分な地上部生育を回復して、無切除の対照区に比べて塊縦形成は
















に肥大した塊岐を得るためには、 塊根 JJ~ 大が盛ん になる 9 月中旬までに
6 -10越の佐官則|闘が必要と考えられ、その聞に大きな地七部生育と発






















日日数に比例することを示した.しかし、 Moser. Hessの報告は 30日間
の栽培であり 、実際の塊根生産におけるような長期の栽培結果ではない.









背柴ら (4) の報告と筋 1章の結果の示すように、ダリアは定植後 2-
2.5 ヵ月の聞に、 言い換えれば 7月中旬までに盛んに発生 した不定線が
塊根となり、 9月中旬以後に肥大が盛んになる ことが明らかである.ま
た、第 2.章第 1、 2節で塊根H巴大が盛んになるまでに十分な地上部生rj
を得るためには、種球定植後 6-10週の地上部生育期j聞が必要である こ
とを示 した.
さらに、第 2'(1第 4節で 8月中の地上部切除が塊縦形成に不利となら






第 1項 さし木時期を!吋ー とした場合の生育初期の長日期間の長さが塊
根形成に及ぼす影響
材料および方法
品種‘あかね'を用い 1977年 4月21日にさし木した.発組後 5月28日
に 3号プラスチック鉢に植えて栽指した.主主I詩は第 2f，i第 2節に準じた.
定捕当日から 0、 2、 4、 6、 8、10ならびに 12週間長日条件 Fで凪
培してから短日条件下に移した区を設けた.長 n条件は午後 5時から約
- 55-





















14 12 2 。ともに短日条件に変えてからの増加は草丈と節数は第314図のようで、
全区共大きな差はなかった。草丈と節数ともに12週までは長日












































長日 'UJ聞が 4週以上では長日 期間の長さに関係なく塊繊の長さは一 定と
!fr 
太さにおそれまでは長日期聞が長いほど塊棋は長く なった.なったが、
25 25 25 25 
割合%
468 
k 8 ).PJ 欽
第38関節目，ijの長1JU1I:IIのi止さが比前日JJ塊似の:'ílJ合に及ぼすJ;l~特
25 25 25 
それ以上6週ま では長日 期間が長いほど塊織が太くな ったが、いては、





















~~ii，，_:， 1 ~後、[[D: 2迎後、 I田]:3
















tV1種.あかね'をmい1977年 4月21日、 6)] 1 H、 7月 1日ならびに
8刀 1日にさし木した。それぞれは発根後の 5月28EJ、 6月27日、 8月
1 1ならびに 9月 JlIに 3号プラスチック鉢に植えて長日条件下で統治
した.政培は前項に準じた.
9 )J 1日から担日条件とした。したがって、鉢上げから短日までの長

































第 2節 長 1後の短日 lU!rUlの長さが塊根形成に及ぼす影響ち、危L1 lijの長日 JtUIl1:IIが長いほど草丈、節数ならびに各部の if!さが大き
くなった.ただし 、塊根盈は節40図のよ うに短目 前の長日期間が12週で
は、 8迎より明らかに重かった。
また、節41図で塊桜の重さ別個体割合をみる と、短 H前の長日期間が
o 8ではほ とんどjlOg未満であったが、長日 期間が長くなるほど塊根が
重たい{肉体の割合が高くなり、長日期間12週ではほとんどが20g以上で、
40 g以 kのものが約30%あった.塊根数別では、短 H前の長 H期間12週
で 3個以上の個体;が多か ったが、 他 3区の聞には差がなか った.
貯蔵中の生存率は、短日前の長日期rm8遡で約70%と低か ったが、他






















定植後短円条件とす るまでに 6週間!長日条件下に置かれれば、それ以 t
長 日条件下に置いたものと収機1与の塊恨の ifさ、 数な らびに大きさに差
がないことを示した.
・方、 塊級形成は短日条件下で促進さ れ、持者は短 H処理開始 2迦後









品種‘あかね 'を供試した。 1976年 9月16日に頂芽ざしし、 10月 6日
に 3号プ ラスチック 鉢に植えて 、長日 条件ドで栽培した 。栽培管理は前
項に準じた。
定植後長円条件下で約 6週生1fさせて、 1)116日から短日処理をそれ
ぞれ 0、 2、 4、 6、8、10、15、20、25および30A行い、その後長日
。
6/20 6/30 5/31 
-62- -63ー
条件にした区、ならびに連続して短目条件とした区を設けた.各医 30個
体とした o f1長処理は第 3I:t第 1節第 1項の)]法で行った.収慢は翌19
77年 3月 17日に行った.
収機時には、塊縦形成個体率、個体当りの塊極の数と噴さ、政大塊槙




満の軽いものが少ない傾向があり 、また短日 O日区でも 10g点満のもの









塊線形成本は那43図のようで、短日条件を与えない医 (0n )でも 93































塊組数別の個体調|合はffi45凶のように、短 U8 rl以上の区では 3個以
上の4肉体の割合が向かったが、連続短日では 2個以下の個体が50%もあ
















た。 .)j、短日 10日以上の医では散らばりが小さくなり、短日 15から 30
Uの区では比重1.05から1.01のものが多く、組 IJI01lと連続短目では1.
()8から1.09のものが多かった.





短日 15n以 tの区より乾物事が高かった.短 115日以上の区の中では、
短fI20から 30日で乾物率がやや低かった.
25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 
割合%
o 2 4 6 8 10 ] 5 20 2う 30 i'T' れ?
現豆 白 日 数
!.fH71判 長n後の制I(JOIIIの以さが塊似の比市川例体;刊のに政ぽすt15特





















o 2 4 6 8 10 15 20 25 30連続




第 2章第 4節第 2項同線、本節でも塊極の比重と乾物率およびに炭水
化物合有率の聞には、さらに乾物率と炭水化物の聞には、それぞれ r= 




の区における、塊楓の比重と炭水化物合有率との関係はそれぞれ r= O. 

















。1.00 1. 02 1. 04 1. 06 1. 08 1. 10 
1. 01 1. 03 1. 05 1. 07 1. 09 1. 1 
比iTI
第50図塊服の比重と炭水化物含有率との関係
短目、 0:0口、 ・ :2 r I、⑥;川l、@: 6 Ll、の:
8日;ム:101-、 企 :15LI、口 :20口、 . : 25L1、 X:










した。 また、 19 迫ら (64)は、 いずれの品種においても塊似形成はなされ
るが、 その難易、 見極若生数および重量は品種によって異なり、 この差
~は系統や開花の早晩に聞係なく、 品種の違いによるとしている。
ここでは、 ~~JW Iの異る 6併にわたる品椅を用いて、 知[~I ならびに長 H
条竹下における塊恨の発育状況を調べた。
材料およびh法
部 11表にぷすように 6~~型にわたり、 1984年は表中下線を付した20品
種、 1985年は 1984年と重視する品種 -ェオナ G' を合めて 19品種、 合計
38品種を供試した。
1984年は 11 )Jれから 24日の|聞に、 1985年は 10月12日にさし木し、 それ
ぞれ 12月21、 22日ならびに 11月21、22日に 3号プラスチック鉢に定枯し
た。 さし木時から定植して後 8---6週間は長日条件下で栽培した。 その
後、 1984{(-:は曹.年の 2月 1nから、 1985年は翌年 1月13日から各品種半
分ずつを短円条件下に置き、 残り半分は継続して長日条件下に置いた.
その後1984{fでは 69日後の 4月 10日に、 1985年では 56日後の 3月J1日に
制り kげて、 塊桜の発背程度を調べた.
なお、 日長処I唱は第 2J~m 3節第 3項に示した方法で 16時間および 8
IT問 H長とした. さし木、 定植ならびに栽m管理は第 2章第 2節に準じ





' モニー リス(6)明朗(9) (中輸) :うず潮(10) 紫す(11) 初必(12) 天真
(13) 商の同(14) 残雪(15) 掠)J( 16アつ~f7) .:c.牙手G肝E"5*1i!映肝訂
宅玄り厳夜訂4つミレーゴースジ玄玄てzη 五宝石F下ちゃん(22) 小Jtt(23)
あかね(24) 工の輝(25) 日傘(26) 黄蓮(28)
カクタス(大輪) :ニュールック(30) 銀京(31) ジュニアーター(32) 冬の夕焼
(33) ポエティすラ(36) パラヲン(37) (市福了:ui互豆豆一皇室豆豆一
亨亨リ牙ヲロ3)







全品種において 、長日条件下では新たな生育を続けたのに対し、 短 H
条件下では 1ヵ月以内に頃部からの新しい柴の展開と伸長がみられなく
なり、 頂部が露出した状態になった。 その結果、 第 12衰のように長日条
件下のものに比べ短日条件下のものは草丈と節散が明らかに小さくな っ
た. その中で .ゆI1J' -春映' .員並. ‘鍬泉' .マーシャルグローリ.








節12表 ? ?? ? ? ? ? ? ? … ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? …
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
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一 短H下円 S辺r， ~，ι崎町ム--
111個 目1らい開花
レッドアイドjレ 51 0 
ピンクジャイアント o 0 
マーがレットモーリス o 0 
IJ朗 o 0 
うず潮 7 1 7 1 
紫宝 14 0 
~JJ恋 o 0 
天.n; 100 75 
市の同 43 29 
残雪 o 0 
i京月 1 1 1 1 
亦姫 o 0 
エオナG 20 0 
春映 o 0 
てまり歌 29 0 
バレーゴースジェム o 0 
かわい子ちゃん 33 0 
小舟 100 0 
あかね 10 0 
玉の飾 80 0 
日傘 88 50 
故鍾 20 10 
ニュールック o 0 
鍬泉 o 0 
ジュニアーター 29 0 
冬の夕焼 。。
ポエティック 14 0 
パラゴン o 0 
淑k 0 0 
虫紫 29 0 
クラリオン o 0 
リタケネディ o 0 
エジンパラ 90 0 
メジ- 40 0 
ホワイトゼム o 0 
ローズデーピッ ト 28 14 
マーシャルグローリー o 0 
ロココオ 60 0 
エオナGは1985年の結果
-72-
u 魁 在百哩すF 
伺 4草t丈節数
Cす下7-才rドル 3苅6.7 j口3.0 
ヒピ.ンクジヤイアント 34.ぺ1 1ωO.ι 8 
マ一ガレツトモ一リス 5ロ2.7 1口3.7 
明朗 3幻7.1 14.0 
うず潮 3幻7.7 8.0 
紫宅 3刊9.5 1臼2.ρ0 
初恋 3河8.0 12.8 
天其 4“6.9 1叩0.8
南の同 4刊6.3 1叩O.川o } 
残，可~l 3犯8.ι8 1日3.7 
椋月 5臼5.9 1ロ2.2 
b赤赤伊伝、版 40.110.0 
エオナG 40.5 14.1 
春映 22.3 8.8 
てまり歌 53.0 10.1 
バレーゴースジェム 61.2 12.0 
かわい子ちゃん 45.4 14.2 
小舟 54.3 12.1 
あかね 37.2 15.5 
支の陣 52.0 11.8 
H傘 47.9 10.5 
黄蓮 15.4 13.0 
ニュールック 5l. 3 10.8 
銀泉 39.9 12.0 
ジュニアーター 57.8 13.1 
冬の夕焼 44.9 13.8 
ボエティック 55.1 9.7 
パラゴン 50.7 10.1 
淑女 33.0 10.0 
豊紫 58.0 12.3 
クラリオン 29.0 12.7 
リタケネディ 51.5 11.0 
エジンバラ 31.9 1.5 
メジー 26.9 11.4 
ホワイトゼJム 55.4 13.0 
ローズデーピス 40.9 11.1 
マーシャルグローリー 23.3 12.3 
ロココオ 23.6 13.6 
エオナGは1985年の結架




???短日条件下では先- }j司6品種が開花に至っ た。橋においてUlらい し、
.マ ーガレッ述のようにほとんどの個体が新らたな生育を停止したが、
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同じく全体の47%を占める。された塊根が 5g未満だったは 18品種で、は長日条件下での塊根形成‘ニュールック'.黄蓮'‘エオナ G'特に















































































































も 5品種が出らいし、 3品種が開花した。短日下でa:らいした 5品種の
































































































円条件 F で 塊線形成を促した場合の養分吸収を、長 ~I 条件下で地上部生
育を続けている{肉体の吸収と比較して調べた。
号プラスチック鉢に川砂で植えた。以後 8月23Aまでは 16時間円長下で
及培し、週に 1度市販の液肥(霊泉 15%、りん厳 8%‘カリ 17% )の
300倍糠を与えた。
8月24日からは、第 2f.i第 3節第 3項の方法で日長処理を行って、長
H条件(I 6時間日長)または短 H条件(8時間日長)とした。週 3問、
刀、水および金崎日に rli販の水!Jt則液肥(盟長 60pPII、りん酸 32p川、
カリ 68pp.、マグネシウム 8pp・、マンガン 0.5pp・、ホウ素0.5pp・、








なお、塊根と細根については、第 I章第 1節節 2項 に従って区別した。
第 1節 長、短日条件下における養分吸収と 地上部ならびに地下部生育
との関係
結果
IB樋.あかね'を供試し、 1977年 7月 1日にさし木し、 8刀 1日に 3
日長処理開始後、長日下では草丈、節数とも日の経過につれ増加した
が、知日下では草丈においては処用開始後20Hの 9月121から 、節散に











































































































































0:長H下全体、 ・ :勉IrF全体、 ム :1HI下Hι上



































品種・あかね'を供試し、 1977年 6月 1日にさし木し、 6月27日に 3
号プ ラスチック鉢に川砂で植えた。 7月 4日から前節で用いた市販の液
肥を i鉢 当たり約!50m1ずつ、週 3回、月、水および金閣日に与えた。た
だし、濃度は前節 1の%とした。
施肥開始から20日ごとに、 7月24E:I、 8月13目、 9月 2 目、 9月22日
および t0月 12日に施肥を打ち切った区、ならびに連続して施肥した区を
設けた。








各部生鮮重を第61図でみると、全体と地上部は 9月 2E:Iから 9月22日
の増加が大きく、その後緩慢となった。 一方、塊繊は 9月 2日以後増加
が大きくなった。全生鮮重は施肥打ち切り後、増加が緩慢となるかほと








時には連続施1Ir!の約18gにわずかに劣る約 16gであった。 9月 2日と 8
月23日に打ち切った区は12から 13gとやや軽かった。 7月24日打ち切り
区は 8gと明らかに劣った。




















































































ゆi230 ・gまで減少した.施 II~ を打ち切った場合は、時の I1月 1日には約
特に 9月22日と 10月12Rに打ち切っらかに地上部窒素合有量が減少し、b、塊根形成率は各区の問に一 定の傾向がなかった.部62図のご とく .
































X : 7) J 241=1、0:8月13日、 .:9JJ21=1、ム:
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第 64、65図にそれぞれ 10個体当たりのリン(p )とカリ(K )の含有
量を示した。両要素と も概略は窒素合有量の変化と類似していた。
全リン合有量は鏡素に比べて少なく、 約1/10量であった。連続施肥で
は 9月22日までリン合有量は増加し約70・gになった。特に 9月 2日から













.;ti最は全区とも生育とともに 1(1加するが、 9月 2 日以後急速に増加割合









































で継続し て施肥すると、 全植物体重と地上部重は 9月22日まで増加し続
け、その後あまり増加せず、地上部では10月12日以後減少した.一五、
塊根取は 9月 2U 以後増加が盛んとなり、 9月22日以後さらに盛んとな









節 2節では塊根暁の噌加が盛んになる 9月 2日以後も地上部の生餅重と
長分合有地の噌加があった.この時期の自然日長下は 13時間程度 (61)な
ので地上部生育も保たれたのであろう。








吸収も盛んになる こと は筋69から 71図で明らかである. この時JUは前述
の13時間程度の日長で、 休眠化(54)や極端な塊般化(87)が生じず、地 k
部生育も同時に進行する。そのためこの時期には、無償益分はl車線!肥大














に養分吸収も停滞し、収穫時の塊根重が劣った o 9 J 22日と 10月12日ま
で施肥を統けた場合は、地上部生育と養分吸収は連続施肥した場合と大
- 1 0 1-
差なく.しかも収機時の塊根重にも大差なかった。地上部における 9月
下旬以後の生鮮重と養分合有量の減少は 9月 2日以前に施肥を打ち切っ






































































れが塊根に付属していなければならない。したが って 、ダリ アの分球に
よる繁殖では、塊棋に茎部分の芽を着けて l球ずつに分ける.奥村 (79)
は品種や栽培方法にもよるが、 l株か ら分球できる “有効塊掛"散は 5










するわい化剤処理が考えられる.しかし、 N-di~ethyla.ino succina.ic 
acid(B-9)処理すると、発芽が遅れ、地表に芽が出るまでに枯死する塊


















部 1節 塊綬の芽部“ ey e "の分枝に及ぼす植物生長調節物質の影響










の2，3，5 トリヨード安息香殿(TfBA)が分岐を促す ことを報告 した。
一 五、 Tsuka.oto ・ Yazawaはサイトカイ ニ ンの 1種benzyladenine
(BA)がジャガイモ(102) とグラジオラス(103) の休眠を効果的に打破し 、
しかも多数の芽が発芽すること報告し、頂芽使勢の消失を指摘した。








第 1項 塊組形成ならびに塊根芽部“ ey e "の分枝に及ぼす数種生長
調節物質の影響
材料および方法
品種・あかね'のさし木苗を供試し、 19'/8年 8月21日にさし木し、 9
月18日に 3号プラスチック鉢に植え、加温室で栽培した。栽培は第 2章





結果芽部の分技状 1~ は観察に基き第 66図に示すように分けて調査した。す
とMIIはそれぞれ23c・B-9 草丈はGAで著しく高く 71c・となり、処理後、aはもともとの側芽の伸長の有無に関係なく側岐が分枝していなわち、
BAとTIBAは無散布の対照区と大差なく約40cllであと)6c・で低くかった.cは側芽の分枝bは側芽が 1次ないし数次に分枝したもの、ないもの、
Alでは薬害が生じていIUlしなかった.った o MIIでは頂芽の生育が停止し、そのうち lとの有無とは関係なく茎基部または芽部の肥大したもので、
s-TIsA、GAはやや多く 13.6節 、節数は BAでは対照区と 差がなく 11.8節、dは肥大部に塊楓4は側芽が分岐していないもので他は分枝したもの、































































? ?? ? ? ??
????
マレイン徴ヒドラジド (MII)5000pp・、処理は BAI00p問、
100pp・ならびにジゲグラック (At) ジベレリン酸(GA) LOOpPII TIBA 
- 109-





Alでならびに d-3が観策された。• 3、c - 1 3 b - 1 a -2、これら 2処埋では第14表のように塊線数例体率は28%と67!~であった。
はもともとの芽が仲長してその側芽が分岐しないままの a - 2が多く、が少ない個体が多かった.他 5区の間には大きな差はなかった.






























































































































































日長を変えてから 12週後に楓り上げその後は 81時間日長とした。とし 、
塊線形成状況ならびにIfij項第66図に従い芽部の分岐状態を調査した.て、












































2、a - 1 -*項で 観察された塊根芽部の分枝状態は節目表のとおり、
BA d - 1な らびに d- 3であ った.7 6、5、c -:3、3 b -1 
70個体7の分技状態のものが多くなり 、6 果 b- 1ならびに c-3、明らかに側芽の分枝処1哩では地際部にペースト剤を塗布した箆を除き、
そのうち b- 1と c-5は 1次分技のみで頂芽を合中41個体となった.B^処のものを除き、BAI0()lpp・液を散布して無摘心 (B^-NP)を多くした.
6および 7は 2次分校まで進んだ 5芽を持つ芽
13-
? ??
c - 3 
であった。
めて 3芽だが、
部“ ey e" 
理をした区では b.-3のように芽がわずかに仲長したものが多かった.











ただし、定植は 1978年 10月 17日とした.


















塊線数別にみると、第 19表のように BAI00pp岨と M1I5000pp.の組合せで
は明らかに少ない個体の割合が高く、 2個以下の個体が65%あった。他
の区の問には大差なかったが、 BAI00pp.とAlIOOOpp・ならびにTIBAの組
合せ以外で、 5個以 tの個体がやや多く 2個以下の個体がやや少なかっ
た.
本項で観察された塊線芽部の分岐状態は第20去のとおり a-1、 2、




塑#の個体当たり発芽茎数は邸21衰のように、 BAの Oから 50ppl1の範
聞でAtを組合せた区、 BA100pp.とAllOOOpp・の組合せならびに BAI00pPII






















20 U 1 00 
50 0 94 
100 0 83 
o 500 57 
o ]000 5 5 
20 50n 34 
20 1000 52 
50 500 6 9 
50 1000 、61 
100 500 80 
100 1000 5 1 
100 +TIBA本 87







201 0 3 6 
501 0 24 
1001 0 1 0 
01 500 1 4 
01 1000 24 
2UI 500 1 1 
201 1000 2 1 
501 500 24 
501 1000 2 1 
1001 500 2 1 
10UI 1000 1 7 
10UI +TIBA草 14











































































100 +MH5000pp・ 6 

















合、茎基部 2節までの節聞は無処理とほぼ同じで 1から 21111、それより














芽が伸長した b- 3型になったものが多く観察された.特に b- 3型は
処理により明らかに増加すること観察された。第 2項第 18表においては、





ところで、既述したきた中村ら (69)と大LIJ.問 (80)にお付る TIBA、
Tsukamoto • Yazawa(l02，I03)とCarpentere.Rodriguez(14) における
BAの効果は、 側芽の発芽伸長であり、いずれも頂芽使勢解除との関係を
指摘している。ダリア塊根生産における茎基部の芽の分岐は、-fJfl長を伴
わない分続が好ましい。完全に伸長を伴う場合は、 a - 2型となり茎上
の芽は分岐しないで単ー となる。分球時の繁雑さを無視すれば、 1種球
からの茎数が多くなるから、それぞれの茎に塊損が着生して、収穫され









していない a - 1型の塊棋ではもともとのさし組最下節に若いていた藁
えきの芽の数の 2以上には分けられないのに対し、 第72図に示した側芽



































さし木前を用いて、 ベンジルアデニン (BA)、マレイン酸ヒド ラジッド
( 1It1l)およびジゲグ ラック (Al)ほか数種の生長調節物質が地下部の側芽の
分校に及ぼす影響を調べた.





































て内生生育調節物質が関与する ζ とが、また、種子 (6，90)においても内
生生長調節物質の関与するものがあることが知られている。 Conforlhら











I lJJ 21日に塊樹!を楓り上げ、ただちに 0、10および200Cの各温度に 30
H間貯蔵した。収穫直後と貯蔵後の塊桜は、 20個体ずつプラスチック製
汀出箱に砂を入れて摘え、 250C 16時間日長の人工照明下で 30日間置いて
- 1 24-
発芽を調べた.
(試験 2) 1972年 6月初旬、 16時間日長下で統治小の・あかね・から
さし砲をとり、砂ざしした。発組後の苗はほ J-'~ に試験 i と|司織に定柚し、
日熱条件下で栽培した。 It月14Rに掘り 上げた塊掛は、 11月17日から O
および20・Cに30日間貯蔵した.貯蔵後の塊楓は試験 1同様に箱植えし、
厳低 15・Cに保ったフラスチック・ハウス内で発穿を調べた.




およびTsuka.o toら(98)に基づき、第73図に示す }j法でさく 厳エチル01
材料→鰍乾燥→時粉末
80%メチルアルコール150mlx 21nl1111 
(2~IIJI日l、 1 0 ""'"5 OC) 
3 S.，380C、減11':下でメ|チルアルコー ル分除去
/kを加えて50mlとする
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発芽芽数はoOC貯戯で多かった。35から 380C減圧下でさく酸エチル可溶酸性物質は、溶徴性物質を49it.
o oCと20・Cで貯蔵した塊棋の内生生長調節物質の消長を節目闘でみる2 c筒帽の東祥ろ 紙のメチチアルコールで溶かし、().3.d 乾闘したのち、
貯蔵中には両院に差はみられなかった.貯蔵後の 1月4nと 1月14と、のメチ0.3・lさらに 2凶、No.51の F端 5c:・のところにスポットした。
o oC貯厳した塊繊のほうが200C貯蔵したものより生長抑制Hにおいて、繰り返しろ紙上にスポットした。ルアルコールで抽出物全量を溶かし、
貯蔵後の生育条件下で生長抑制活性が早く低 Fした.活性が低く、展開溶媒にイソープロピルアルコール:28%アンモニアホ:水=j 0 : 












les tで内試験 2はAvenastraighl growth 1はriceseedling lestで、
生生長調節物質栓定量した。
本のみの対照に対するtes tは村上(67)の方法に準じ、rice seedling 
部 2集しょうの仲長率で求めた.
30日
。を用い、Viclory Avena sativa cv. tes t はAvena slraighl gro曹th
対照に対するアベナ子葉しNilsch. Nilsch(76)の舟法を変更して行い、
すなわち;ょう切片の仲長率をもって生長調節物質の活性を求めた.





























林: 1 来叶たり l止I-J~IJH~定節までの伯
(試験 1)収機直後と貯蔵後の塊根の発芽状況をm74図に示した.各
貯蔵温度とも30日後までに約50%の発芽があった。収穫直後の塊棋と比
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Zt12節 栽培期間中の温度が塊根の休眠と 生育に 及ぼす影響
ダリア塊様は、 小西 (53)の報告および前節で示したように、 収償後10
℃以上の温度条件に魁くと収穫直後より 休眠が深くなり、 l(JOCより低い

















貯蔵開始時と終了時、 発芽試験開始 10、20ならびに 30日後における塊
-130-
根rl]のイヌリンならびに還元柏合有量を調べた.
(実験 2) 品種 -あかね. を供試し、 1973年 9月17日にさし芽し 、
































































OL 。I トー 貯;i"<lUIrJ!ー+一- ~UI Jun:;J 1-→ 
月.日 刀. r 1 
第80図塊担のj辺元総合有lLIに及ぼす 第79図塊根のイヌリン合引単に及ぼ
ι 貯此iW支の影響 す貯蔵温度のiU料・:OOC貯蔵、 X: 200C貯蔵、 生鮮重 ・:QOC貯服、 X: 200C貯版、 t凶下宿





始 9日後に発芽が始まり 、30日後までの発芽率は 70%に迭した o .a培j捌
結果 | 問中敏低気温を 100C以 tに保った加温区では、発芽開始は 16[1後で、 30
(実験 1) 同区とも最終発芽率は低かったが、 ooC貯蔵の塊棋は発
芽試験開始 7 H後に発芽が始まり、 16日後に発芽率45%に達した。 一方、
200C I竹峰した塊械では発芽開始は発芽試験開始 12日後と遅 く、 20R後に
発5f-事 35%に達したが、その後は発芽する塊織は認められなかった.
貯蔵中ならびに貯蔵終了後の績の変化は第7J、80副に示した o OOC貯
蔵区の塊般では、発芽試験開始後イヌリン合有率が徐々に低下した o 0 
℃貯蔵区の塊桜中還元結合有量は貯蔵終了時に著しく多く、発芽試験開
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日後までの発芽事は 25%と低かった.発芽後の芽の生育も無加温区で 優
れ、 1 !f-当たりの節数以外はすべての調炎項 Hにおいて加温医より怖が



























70 . __ 
材料および方法
品種・あかね.を供試し、 1976年 9月14日に 16時間日長下(第 2 I~t 第
3節第 3項)でさし木した。発根した苗は 10月 4日に 3号プラスチック
鉢に定摘し、ガラス室内の長日条件下で放培した.放培は第 2章第 2節
に準じた.
グロースキャビネット 内で 11月15日から 1nの温度周期を蛙温/夜温
それぞれ 150C/ 5・C、20・C/I00Cまたは 250C / 150Cに調節し、自撚日長
下で裁培した 3区、ならびに温室内で 16時間の長日条件下で放培した区
を設けた.
温度処理開始から 1 、 2 および 2.5 ヵ月後に 20~同体ずつ録取し草丈 、
節敬、各部生鮮重、塊掛乾物重、塊根の比重ならびに結合有量を調べた.






































. :先!t加.ihlT<、 X : )JU温氏、生鮮喧
5 glllの合子J辻、フルクトースとし
て拝山
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一五、その後はあまり増加しなかった。ヵ月後までの増加が大きいが、に準じた。た。発芽試験の方法は前項(実験 2) 
その温室区と 150C/ 5 oC区では塊根生鮮重は 1ヵ月後には軽かったが、
後増加して最終的には前 2者と同程度となった。
昼/夜20・C/1 OOC区は 1ヵ月塊根形成個体の割合は第86図のとおり、
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温宅区と2S.C / 150C区はそれよりやや少なく、oC /10・C区が最も多く 、
? ?
? ?




温室200C /1 OOC区と 25・'c/ 150C区の塊根数が哨加しなか ったのに対し、
????





























ム:20oC/I0oC、A : 250C/250C 
節約依lカ2.5 また、 組径でも 1ヵ月後には温度が高いほど大きかったが、た。
月後には温度処理 3区の|聞には著しい差は生じなかった。
温度の畠い 2区では 1ヵ月後塊般の乾物事は節目閃に不したと おり、
- 139ー-138-
から 2.5tJ月後の間ほとんど変化しなかったが、 1ヵ月後には温度の高















差 はなか った.イヌリン合有事は錦24表のように、 20・C/1 OOC区と 250C
/150C区は 1ヵ月後のそれぞれ6.61%と 9.03%で、温宅区と t5・C/5・c
区の2.27%と2.89%に比べて著し く大きかった。 2'b後にはイヌリン含
有事は高温の 2区ではあまり変化なく、温室区と t5・C/50C区は高温の
2区と同じか高くな った。 2.5ヵ月後には比重別に塊織のイヌリ ン合 有
率を示した.比重と 塊織のイヌリ ン合有事の聞には r=0.821(P<O.00
1 )の正の相関があり 、比重の高い塊根ほど合 宿率が高か った。 温室区と
150C / 5 oC区では既に錦90図で示したように比重の高い塊繊が多く、し
たがってイヌリン合有率も他 2区に比べて尚い傾向があ った.
第24-&塊恨のイヌリン含有率に及ぼす栽培温度の影響
t開.1J始.it処後F円E数 比震}JI 温包長 一1悶5一。oc一/裁5℃」sι2却卓0温。oc/一出度1刊0:。℃C 2お50C/1悶50C
1 2.21 2.89 6.61 9.03 
2 12.21 9.96 9.40 1. 15 
<1.04 
1. 04豆、 <1.05 8. H 6.10 
1. 05豆、 <1.06 6.53 1. 10 
1. 06豆、<1.01 6.90 8.96 6.60 8.85 
1. 01豆、 <1.08 10.33 10.31 
1. 08豆、 <1.09 ] O. 14 11. 8 
1. 09豆、 <1.10 19. 19 
1.10孟
単位:%、温度は昼温/説副
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異なる栽培温度下で生産された塊棋の収硬直後の発芽をみると、第91
図のように全区と も発芽試験開始後 2週ま でに発芽試験期間内の最終的
























のほうが休眠し にくく、さし芽苗では 12時間以下の短 日条件で 70-80 H 









件 Fまたは低温ドである程度肥大した非休眠塊棋を生産する こと が可能
















品種 .あかね.を供試した .栽培は第 2章 第 2項に準じ た.
(実験 1)1979年 l2月初旬にさし木し、 12JJ下旬に 3号鉢に定植した。
実験期間中は 17時以後白熱灯で照明して l6時間日 長 としたo1980年 3月
18日に塊桜を煽り上げた.収穫後の塊根は30個体ずつ o-. 3 oC、10"Cお
よび20"Cに調節した低温室または定温器に 30日間貯蔵した後、 4月22日
に20土 3oCのグロースキャビネット 内のプ ラスチック 製平箱に砂を入れ
て植え、自銭円長下、で発芽を調べた。収穫 4日後の 3月22日にも上 と同
条件で植 えH貯て発芽を調べた.
(実験 2) 1980年 4月22日にさし本した苗を 5月28日に鉢植えし、 8
J "旬ま で戸外 で肱培した。それ以後はが ラス宅内で栽培し、夜間23時
から 2時間白熱灯を用いて光中断を行って長日条件とした.塊繊の収穫
は11月12日に行い、その後o-3 oCまたは200Cで10、20、30、60および
75日間貯蔵し た.それぞれの貯蔵終了時に 10個体ずつプラスチック 製平




第 1~ 第 2 節で示したポリエチレン袋に入れて行った.また 、 発芽の調
査は植えH吋後30日で打ち切った.
結果
(実験 1)錦921刈のよ うに、長日 条件下で形成し た塊似の収慢 ItI後の
発芽は、発芽試験開始後 8日から始まり 30日後には 77%に達したo30日
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(実験 2)長日条件下で形成した塊棋を 0-..3 "cならびに 20"Cに貯蔵
した場合の発芽状況を第93図に示した。収穣直後の発芽は、発芽試験開
始後 8 日に始まり 15日後に 95%に達した。 0-..3 "Cまたは20"Cに貯蔵し・
た場合、 30日までの貯蔵では収穫直後のものと大きな差はなかったが、




































・:収種直後、ム:O-30C貯服、 A : 200C貯蔵、↓:貯賦終了ならびに発芽試験
脱j始日



























Amen(2) は刷物の休眠およびその党限が、生長抑 ~ilJ 物質と住民促進物
質の相IL関係 (InhibJtor-promotorcomplex)により調節されていると












)およびアイリス (3) のように休眠誘導または休眠党限に伴 った大きな
内生生長物質日。の変化はみられなかったが、ダリア塊似においても内生
生長凋節物質が休眠に関与していることが示唆された。
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スがm~!1され、 - 11.'1的に減少したと考えられる。 一点、 20 0C 貯雌した域
限は休l出党限が卜分でなく、発芽も徐々に起こるためにイヌリ ンの減少
とフルクトースのWIJlIには大きな変化が生じなかったと巧・えられる。

































桝 UI ら (56) はフリージア球茎において貯蔵時の制度が I~ いと、貯蔵後の
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50 g 未満のものが全体の 70% を占めた。塊恨の重さが 20~70 gの範1mで
は、塊根の重さによって貯蔵中の生存率、翌春の発芽の弔i馳と発:!f率な
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